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あ だ ち 広 報 は 毎 月10 日 ・25 日 、

ズ ー ム ア ッ プ は 奇 数 月1 日 発 行

環境フェア2002に行こう!
地球温暖化の問題は、人類が20世紀から引き継いでいる大きな課題の一つです。今年の

「あだち区民環境フェア2002 」では、地球温暖化問題をメインテーマに取り上げ、参加団体
の展示発表や講演会もこれに沿って行います。平成9 年に京都で開かれた国際会議で、二酸
化炭素などの温室効果ガスを、世界各国がそれぞれ定められた目標に向けて削減していくこ
とで合意しました。地球が温暖化していることが、誰の目にも明らかになってきた現在、地
球のために、自分たちのために、できることから始めましょう。そんなヒントがたくさん詰
まった会場へ、ぜひおいでください。

6 月22 日(土)・23 日(日)
午前10時～午後4時

場 所 こども科学館(ギャラクシティ)

問 先 水と緑の公社 　3838 ―8126
環境課調整係 　3880 ―5935

AJ I N のペーパークラフト
パフォーマンス
日時: 6/ 22 ・23
いずれも午前11時～午後O時40分
場所: ギャラクシティ3 階
野田亜人1983 年から10年間、二
ユーヨークで活躍。その間「TIME
」誌など掲載多数TV チャンピ
オン「ペーパークラフト王」のグラ
ンドチャンピオンAPCC( AJ I N

のペーパークラフト教室)主催

▲ 亜人氏の作品 醂

3階研修室
☆エコカyl冫夕大会
日時: 6月22日午後1時30分～

☆スライド上映会
「荒川I x」生き匏たち」
日時: 6月23日午前10a寺15分～10時45分

☆講演会 「京都議定書回圜コてなに? 」
日時: 6月23日午後1時30分～3時
大林ミカ氏( 環境エネルギー政策研究所)
※ 内容は変わることがあります

イ ベ ン ト ホ ー ル

区 制70 周 年 講 演 会

「地球温暖化と私たちの暮らし」　
恵小百合氏(江戸川大学教授)　

6月22日午後1時30分～3時

☆「守ろう! ぼくたちわたしたちの荒川の水」
千寿桜小学校発表

☆「事例報告」
区内環境保全活動団体

☆「温暖化 くいとめるのはわたしたち」
足立環境ネットちえのわ

☆「自然に学ぼう」
足立・自然にふれあう会

☆「リターナブル容器をすすめよう」
生活クラブ生協足立支部

☆「身近な環境に関心を持とう」
コープとうきよう

☆「綾瀬川と遊ぼう」
足立の川を考える会

☆「作つてみよう エコカルタ」
環境学習リーダー

☆「コマメに暮らして環境を守ろう」
足立区の新しい環境生活を推進する会

☆「ト ールペインティング」
ヴィーナス

☆「考えよう 未来のためにできること」
水と緑の公社

☆( 23 日のみ)
「エコタワシで地球は元気 凵 」

足立区女性団体連合会東武線西新井駅東口下車徒歩3分
公共の交通機関をご利用ください

今号の主な内容
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を
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催
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▽
▽
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問先= 地域活動支援係
　3880- 5856

足
立
区
議
会

議
長
・
副
議
長
決
ま
る

5
月
2
8日
に
足
立
区
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
鈴
木
進
議
員
(
足
立
区

議
会
自
由
民
主
党
)
、副
議
長
に
山
本
明
儀
議
員
(
足
立
区
議
会
公
明
党
)
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

鈴木進議長

山本明儀副議長

中 庭
☆「環境家計簿で地球をまもろう! 」

足立区民環境フォーラム・区環境課
☆「油・断・快・適! 下水道」

都・下水道局
☆「雨は自然界の蒸留水! 」

ソーラーの足立をめざす市民の会
☆「雨水飲料化装置ニューピカ 一」展示

足立異業種交流会共同受注グループ
☆「自転車の清掃・整備実演」「リサイクルセッケンの実演」
「無添加作りたてパンの販売」「花鉢の頒布( 23 日のみ)」

A ふらんき
☆「作って遊ぼう リサイクルエ作」

足立シニアクラブ
☆「自然にとけこもう」「水辺で遊ぼう」

足立「萌えぎ」の会・あらかわ市民会議
☆「はなみらい2002」

足立区緑の協力員・区まちづくり課
☆「マイバッグと私」

区・リサイクル推進課
☆( 22日のみ)「活かそうみどり～木のアクセサリーづくり～」　　　

水と緑の公社

卜
あ
だ
ち

雨

タ
ン
ク

関
連
記
事
4
面
へ

⑧区の木…さくら西/ 区の花…チユー丱 ノプS
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保

健

福

祉

ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
6月11 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)
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子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
研
修
募
集

グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
考
え
た
、

子
育
て
支
援
(
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
)
の
企
画
を
募
集
し
ま

す
。
採
用
さ
れ
た
企
画
に
講
師
派
遣

な
ど
の
、
研
修
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
て
、
す
で
に
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
団
体
/
学
校
P
T
A
/
保

育
園
、
幼
稚
園
の
父
母
会
/
住
区
セ

ン
タ
ー
、
町
会
・
自
治
会
な
ど
)

期
限
=
6
月
3
0日

申
込
=
電
話

問
・
申
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
1

　
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

区
立
保
育
園
パ
ー
ト

職
員
登
録
者
募
集

保
育
園
の
保
育
・
調
理
・
用
務
業

務
の
方
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

勤
務
時
間
=
1
日
2
～
8
時

間
(
保
育
園
に
て
指
定
)

採
用
=

欠
員
が
あ
り
次
第
連
絡

申
込
=
電

話
(
随
時
募
集
)

※
時
給
は
、
時

間
帯
な
ど
に
よ
り
違
い
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

児
童
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

東
京
都
認
証
保
育
所

A
型
開
設
事
業
者
募
集

区
で
は
、
東
京
都
認
証
保
育
所
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
A
型
(
駅

前
基
本
型
)
の
認
証
保
育
所
を
、
1
4

年
1
2月
に
開
所
で
き
る
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。
申
込
期
限
=
8
月
3
0日

提
出
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
あ
だ
ち
広
報
5
月
2
5日
号
2

面
「
東
京
都
認
証
保
育
所
B
型
開

設
事
業
者
募
集
」
の
申
込
期
限
を
訂

正
し
ま
す
。
【正
】
申
込
期
限
=
7

月
1
日

問
先
=
保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

呼
吸
器
疾
患
の
方
へ

□
子
ど
も
の
ぜ
ん
息
教
室

日
時
=
7
月
1
9一日
窗
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時

場
所
=
区
役
所
南
館

対
象
=
区
内
在
住
の
ぜ
ん
息
児
と
そ

の
家
族

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

内
容
=
小
児
科
医
に
よ
る
講
演
「
ぜ

ん
息
の
最
新
治
療
法
」
と
質
疑
応
答

講
師
=
木
村
康
子
氏
(
木
村
耳
鼻
咽

喉
科
小
児
科
医
院
)

申
込
=
電
話

※
保
育
あ
り
(
事
前
に
必
ず
電
話
予

約
)

□
呼
吸
器
病
教
室

日
時
=
6
月
2
1
日
窗
、
午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
方

内

容
=
ぜ
ん
息
発
作
を
楽
に
す
る
腹
式

呼
吸
に
つ
い
て
、
よ
く
知
っ
て
い
る

歌
を
歌
い
な
が
ら
学
び
ま
す

講
師
=

山

浩
氏
(
声
楽
家
)

申
込
=

電
話

―
い
ず
れ
も
卜

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

乳
が
ん
手
術
後
ま
も

な
い
方
の
交
流
会

日
時
=
6
月
2
7
日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
同
じ
体
験

を
し
た
者
同
士
の
語
り
合
い
や
情
報

交
換
な
ど

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
8
8
)
4
2
7
7

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
6

月
中
に
近
く
の
動
物
病
院
な
ど
で

必
ず
接
種
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
犬
を
飼
っ
て

い
て
、
ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
方

は
、
保
健
所
、
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
、
区
民
事
務
所
で
登
録
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
歩
中
に
放
し
飼
い
を
す

る
方
が
多
い
と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
飼
い
主
の
方
は
、
犬
を
鎖

か
ら
放
さ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
生
活
衛
生

係

　
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

「
う
つ
」
講
演
会

日
時
=
6
月
2
8
日
窗
、
午
後
1
時
3
0
～

3
時

対
象
=
や
る
気
が
お
き
な

い
・
眠
れ
な
い
・
朝
起
き
ら
れ
な
い

な
ど
で
悩
ん
だ
り
気
分
が
落
ち
込
む

な
ど
で
お
悩
み
の
方

定
員
=
5
0
人

(先
着
順
)

講
師
=
坂
本
博
子
氏

(日
本
医
科
大
学
附
属
千
葉
北
総
病

院
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
科
医
師
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
東
和
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

介
護
保
険
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
負
担
額
が
減
額
さ

れ
て
い
る
方
へ

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
(
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
)
利
用
者
の
負
担
額

が
減
額
さ
れ
て
い
る
方
の
有
効
期
限

は
6
月
3
0日
で
す
。
更
新
申
請
書

は
、
6
月
初
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
利

用
さ
れ
る
方
は
、
更
新
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
※
生
計
中
心
者
の
1
3

年
中
の
所
得
判
定
(
生
計
中
心
者

が
前
年
の
収
入
に
よ
り
所
得
税
法
の

規
定
に
よ
り
課
税
さ
れ
て
い
な
い

方
)
で
、
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給

付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

講
演
会

「
人
は
な
ぜ
ボ
ケ
る
の
か

～
ボ
ケ
の
芽
を
つ
み
と
る
に
は
～
」

日
時
=
6
月
1
7日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3

時
、
講
師
=

西
島
久
雄
氏

(大
内
病
院
医
師
)

定
員
=
2
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

(
福
)
医
療
証
の
ご
案
内

⑩
医
療
証
が
7
月
1
日
で
切
り
替

わ
り
ま
す
の
で
、
6
月
末
に
送
付
し

ま
す
。
現
在
、
⑩
医
療
助
成
制
度
を

受
け
て
い
る
方
で
、
7
月
1
日
以
降

も
該
当
す
る
方
に
は
6
月
末
に
新
し

い
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、

1
3
年
中
の
所
得
が
基
準
を
超
え
た
方

に
は
、
消
滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

▽
7
月
1
日
か
ら
⑩
医
療
証
が
受
け

ら
れ
ま
す
対
象
=
昭
和
1
0
年
7
月

1
日
～
昭
和
‥
H
年
6
月
3
0
日
ま
で
に

生
れ
た
方
で
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
方
・
:区
内
在
住
/
国
民
健
康
保

険
証
の
方
、
ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
保

険
証
の
家
族
の
方
/
所
得
が
基
準
内

(表
1
)
/

生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い
/
瑤
医
療
証
を
持
っ
て
い
な
い

※
対
象
者
に
は
⑩
叭
請
書
の
往
復
(

ガ
キ
を
送
付
し
ま
し
た
。
未
着
の
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

高
齢
医
療
係(

3
8
8
0
)
5
8
7
4

表1 旬医療所得基準表
( 7 月1 日から適用)

※ 平成13年中の所得です
※ 扶養が2 人を超す場合、1
人増すごとに所得基準額が38
万円加算されます

※ 税の所得額の計算と多少異
なります

障
害
者
施
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
=
6
月
2
4
・
2
5
・
2
7
日
、
7
月

1
日
～
5
日
い
ず
れ
も
午
前
9
時

3
0
分
～
正
午
、
ま
た
は
午
後
1
時
～

3
時
3
0分

対
象
=
「
障
害
者
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
た
い
け
れ

ど
、
き
っ
か
け
も
な
く
て
」
と
思
っ

て
い
る
方
な
ど

内
容
=
障
害
の
あ

る
方
と
、
散
歩
、
ゲ
ー
ム
活
動
、
軽

作
業
、
公
園
清
掃
、
紙
す
き
、
織
物

マ
ッ
ト
の
仕
上
げ
な
ど

定
員
=
1

日
2
～
3
人

場
・
申
・
問
先
=
東

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業

係

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

お
子
さ
ん
を

あ
ず
か
り
ま
す

☆
一
時
保
育
☆

▲ お昼ごはんは、園のみんなとおなじ。「おいしーね」

区立あやせ保育園で一時保育を始めました。

あ ずける理由は問いません。お気軽にご利用<　

ださい。

一時保育区内在住で、1歳から就学前までの　

健康なお子さんをあずかります。利用日=月曜～　

土曜保育時間=午前8時30分～午後5時15分

( 時間単位) 定員=6 人 利用料金=1 時間800円

申込= 電話 ※お昼にかかつてあずけるときは、

園児と同じ給食が出ます 申・問先= あやせ保育

園一時保育室 　5697 ―5402

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
・
広
聴
ハ
ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な

ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の
返
信

兪
「
お
客
様
の
声
」
を
お
寄
せ
く
だ

さ
いこ

の
春
、
職
員
の
接
客
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
区
役
所
を
利

用
す
る
お
客
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
こ
う
と
、
I
～
3
階
の
フ
ロ
ア
ー

に
「
お
客
様
の
fこ

の
箱
を
設
置
し

ま
し
た
。
寄
せ
て
頂
い
た
声
に
は
、

す
ぐ
に
対
応
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

　
区
役
所
内
に
案
内
板
が
な
い

私
は
中
央
館
の
東
側
か
ら
出
入
り

す
る
が
、
本
庁
舎
の
中
の
中
央
本
町

区
民
事
務
所
の
案
内
が
な
く
、
わ
か

り
に
く
い
。

兪
区
長
か
ら
の
返
信

案
内
板
を
早
速
取
り
付
け
ま
し

た
。
区
役
所
は
、
北
館
・
中
央
館
・

南
館
に
分
か
れ
て
お
り
、
各
館
1
階

に
は
案
内
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
混
み
合
う
窓
口
に
は
フ
ロ
ア

ー
マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
わ
か
り
に
く
い
時
は
何
で
も
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

喫
煙
は
屋
外
で

分
煙
庁
舎
と
聞
い
て
い
た
が
、
コ

ー
ナ
ー
だ
け
で
仕
切
り
が
な
い
。
喫

煙
は
屋
外
に
し
て
ほ
し
い
。

兪
区
長
か
ら
の
返
信

タ
バ
コ
の
煙
を
吸
引
清
浄
化
す
る

装
置
で
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
ロ
ビ
ー
に
も
同
様
の
装
置

を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
を
意
識
し
受
動
喫
煙
被
害
の

認
識
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。「
全
館
禁
煙

に
」
と
「
是
非
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
」

と
双
方
の
要
望
が
あ
り
、
分
煙
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
然
な
が
ら

喫
煙
者
は
、
喫
煙
場
所
や
ポ
イ
捨
て

し
な
い
よ
う
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

葦
t
7戻
挌
夲
冰
午

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重
(
2
)

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ

た
後
に
、
こ
の
宣
言
の
内
容
を
具
体

的
に
す
る
た
め
、
1
9
6
6

年
(
昭

和
4
1年
)
1
2
月
の
第
2
1回
国
連
総
会

に
お
い
て
「
国
際
人
権
規
約
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
際
人
権
規
約
」
は
、法
律
と
同

様
の
力
を
持
つ
も
の
で
す
が
、
こ
の

規
約
が
世
界
の
国
々
で
通
用
し
始
め

る
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
1
0年
の
年
月

を
必
要
と
し
た
の
で
す
。

1
9
7
6

年
(
昭
和
5
1
年
)
1
月

に
、ま
ず
「
経
済
的
、社
会
的
お
よ
び

文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
(
A

規
約
)
」の
効
力
が
発
生
し
ま
し

た
。
続
い
て
同
年
3
月
に
「
市
民
的

及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規

約
(
B
規
約
)
」
の
効
力
が
発
生
し
ま

し
た
。
A
規
約
は
、
労
働
条
件
、
労

働
組
合
、社
会
保
障
、家
庭
の
保
護
、

健
康
、
教
育
と
文
化
的
生
活
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、主
に
身
近
な
暮
ら
し
に

関
係
す
る
事
柄
が
定
め
て
あ
び
ま
す
。

ま
た
B
規
約
は
、
移
動
の
自
由
、

法
の
下
の
平
等
、
思
想
、
信
条
の
自

由
、
集
会
結
社
の
自
由
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
な
ど
主
に
個
人
の
自
由
と
尊
重

つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

わ
が
国
も
、
こ
の
規
約
を
1
9
7
9

年
(
昭
和
5
4年
)
6
月
に
国
会
で

議
決
し
、
決
ま
り
を
守
る
仲
間
入
り

を
果
た
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、「
人
権
の
尊
重
」を

世
界
に
誓
っ
た
の
で
す
か
ら
、
同
和

問
題
(
部
落
差
別
)
が
存
在
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
み

ん
な
で
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策
へ
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東
部
・
西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

中
途
視
覚
障
害
者
短
期
教
室

日
時
=
7
月
2
9
～
3
1
日
、
い
ず
れ
も

午
後
1
時
～
4
時
場
所
=
区
役
所

対
象
=
区
内
在
住
・
疾
病
や
事
故
な

ど
で
目
に
障
害
の
あ
る
方
(
付
添
の

方
・
家
族
・
関
係
者
の
参
加
可
)

内

容
=
都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
協
力
を
得
た
短
期
講
習
会
(
白

杖
・
誘
導
歩
行
に
つ
い
て
/
福
祉
用

具
に
つ
い
て
/
情
報
交
換
会
)
な
ど

定
員
=
1
0人
程
度

期
限
=
6
月
2
8

日
(
金
)

初
心
者
対
象
夏
休
み
陶
芸
教
室
参

加
者
募
集

障
害
を
お
持
ち
の
方
と
交
流
し
な

が
ら
、
陶
芸
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か

日
時
等
=
表
2

対
象
=

西
・
束
①
吊
:
区
内
在
住
の
1
5歳

以
上
の
方
/
西
・
東
図
申
:
区
内
在

住
の
小
・
中
学
生

※
型
作
り
・
ゆ

う
薬
が
け
の
両
日
参
加
で
き
る
方

定
員
=
各
コ
ー
ス
1
0人

費
用
=
1
0
0

円
(
粘
土
代
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、
参
加
を

希
望
す
る
セ
ン
タ
ー
に
郵
送

※
両

方
へ
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

期
限
=
6
月
2
4日
消
印
有
効

-

い
ず
れ
も
卜

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

〒
吶一
・
〇
〇
5
7
神
明
南
2
-
6
-
1
8

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
6
3

谷
在
家
3
-
1
3
-
l

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表2 夏休み陶芸教室日程等( 初心者対象)

旁コース内、東= 剰 騨 害福祉総合センター 西= 西部障害福祉総合センター

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当

の
み
は
除
く
)
受
給
者
で
、
小
学
生

以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
内
容
=
親
ま
た
は
小
学

生
以
下
の
子
供
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

の
と
き
、
家
事
や
育
児
を
手
伝
う
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾

病
・
入
院
な
ど
は
対
象
外
)
/
I
度

の
申
請
で
3
回
以
内
、
年
間
2
0
回
ま

で
/
午
前
7
時
～
午
後
7
時
の
間
で

連
続
8
時
間
ま
た
は
4
時
間
を
1
回

と
す
る

申
込
=
診
察
予
約
券
な
ど

の
疾
病
な
ど
を
証
明
で
き
る
も
の
と

印
鑑
を
持
参
し
介
護
券
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、
家

庭
支
援
係
に
直
接
電
話
)

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

熱
川
、
軽
井
沢
な
ど
1
0
力
所
の
国

民
宿
舎
と
区
施
設
の
保
養
所
・
校
外

施
設
(
上
総
湊
健
康
学
園
は
除
く
)
・

野
外
活
動
施
設
8
ヵ
所
を
低
額
な
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。
※
年
度
内

国
民
宿
舎
と
区
施
設
と
の
合
計
で
2

泊
ま
で
利
用
可
対
象
=
母
子
ま
た

は
父
子
家
庭
の
方
で
児
童
育
成
手
当

受
給
者
の
方
助
成
限
度
額
=
▽
国

民
宿
舎
・
:
I
泊
に
つ
き
大
人
6
千
4
9
0

円
、
小
人
(
3
歳
～
小
学
生
)
5
千

7
7
0
円

▽
区
施
設
:
i
泊
に
つ
き
保

養
所
は
、
大
人
5

千
3
3
0円
、
小
人

(
3
歳
～
小
学
生
)
2
千
9
3
0円

教

育
・
野
外
施
設
:
夫
人
3
千
4
0
0円

小
人
(
3
歳
～
中
学
生
)
千
7
0
0円

※

い
ず
れ
も
限
度
額
を
超
え
る
宿
泊
料

金
な
ど
は
自
己
負
担

申
込
=

▽
国

民
宿
舎
・
:各
施
設
へ
直
接
予
約
(
必

ず
足
立
区
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
利
用
と
告
げ
て
、
料
金
な
ど
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
)
。
予
約
後
、家
庭

支
援
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
の
窓

口
で
、
利
用
券
の
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

▽
区
・
施
設
…
生
涯

学
習
振
興
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す

る
申
込
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
利
用

予
約
手
続
後
、
家
庭
支
援
係
に
「
宿

泊
者
証
明
願
い
」
の
用
紙
を
電
話
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
請
時

に
、い
ず
れ
も
児
童
扶
養
手
当
証
書
・

児
童
育
成
手
当
支
払
通
知
書
な
ど
、

ひ
と
り
親
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の
と
印
鑑
を
持
参

-

い
ず
れ
も
|

申
・
問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3
　

ま
た
は
、各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

表3 福祉事務所一覧

※ 電話番号のかけ間違えにご注意ください

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

を
退
治
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
毎
年
6

月
と
8
月
に
発
生
し
、
樹
木
に
被

害
を
も
た
ら
す
害
虫
で
す
。
6
月
に

完
全
に
退
治
を
す
れ
ば
、
8
月
に
は

ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
の
で
、
早
め

の
手
当
が
大
切
で
す
。

□
巣
の
見
つ
け
方

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
葉
の

裏
側
に
毛
虫
が
群
が
っ
て
巣
を
つ
く

り
ま
す
。始
め
は
葉
の
表
皮
だ
け
を

残
し
て
食
べ
る
の
で
、
葉
が
透
け
て

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
巣
の
う

ち
に
駆
除
す
る
の
が
、
最
も
効
果
的

で
す
。
好
ん
で
卵
を
産
み
付
け
る
プ

ラ
タ
ナ
ス
、
桜
、
柿
、
柳
な
ど
を
お

持
ち
の
方
は
、
注
意
し
て
葉
の
裏
の

状
態
を
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

□
巣
を
取
り
除
ぐ
に
は

巣
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
枝
葉
を

切
っ
て
、
す
ぐ
に
廃
棄
し
て
く
だ
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
一

斉
に
発
生
す
る
た
め
、
駆
除
も
地
域

で
一
斉
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
各
家
庭
の
樹
木
(
庭
木
)
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
に
駆
除
の
責
任
が

あ
り
ま
す
。
高
さ
が
5
m
以
上
も
あ

る
樹
木
、所
有
者
不
明
の
樹
木
な
ど
、

駆
除
が
困
難
な
場
合
に
は
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
校
、公
園
、
街
路
樹
は
、

各
管
理
者
が
駆
除
し
ま
す
。
な
お
、

地
域
で
駆
除
す
る
方
の
た
め
に
、
各

区
民
事
務
所
に
動
力
噴
霧
機
を
配
備

し
、
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
問
先
=
生
活
衛
生

係

　
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

選
挙

豆

知

識

政
治
家
な
ど
の
寄
附
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

「
き
れ
い
な
選
挙
、金
の
か
か
ら
な

い
政
治
」
の
実
現
の
た
め
、
公
職
選

挙
法
で
は
政
治
家
な
ど
(
立
候
補
予

定
者
を
含
む
)
が
選
挙
区
内
の
人
へ

お
中
元
を
贈
る
こ
と
、
酒
や
食
べ
物

を
ふ
る
ま
う
な
ど
、
い
か
な
る
名
目

で
も
寄
附
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い

ま
す
。
有
権
者
が
こ
れ
ら
を
求
め
る

こ
と
、
受
け
取
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
強
要
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け

取
ら
な
い
」
が
、
明
る
く
き
れ
い
な

選
挙
に
つ
な
が
り
ま
す
。
区
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

足
立
区
の
健
康
情
報

「
健
康
あ
だ
ち
2
1
」
は
健
康
に
関
す

る
調
査
か
ら
、
区
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

第
3
0回
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査

で
は
、
2
0歳
以
上
の
区
民
で
、
毎
日

の
食
事
の
う
ち
、
朝
食
を
抜
く
こ
と

が
あ
る
人
は
、
4
人
に
一
人
の
割
合

で
し
た
。

ま
た
、
1
2年
度
節
目
健
康
診
査
で

は
、
3
割
の
方
が
生
活
習
慣
病
で
あ

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
育
児
不
安
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
生
後
I
ヵ
月

ま
で
は
、
7
割
の
母
親
が
不
安
を
抱

い
て
い
ま
す
。
(
1
2年足
立
保
健
所
母

子
保
健
調
査
よ
り
)

□
健
康
あ
だ
ち
2
1リ
レ
ー
ト
ー
ク

日
時
=
6
月
1
5日
出
、
午
後
1
時
～
3

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
暮
ら
し
い
き
い
き
健
康
づ
く

り
「
ひ
ざ
・
腰
・
健
康
と
入
浴
」
講

師
=
白
倉
卓
夫
氏
(
群
馬
大
学
名
誉

教
授
)
、町
田
忍
氏
(
庶
民
文
化
研
究

家
)
三
遊
亭
楽
松
氏
(
落
語
家
)
ほ
か
(

健
康
あ
だ
ち
2
1会
議
・
健
康
資
源

部
会
主
催
)

定
員
=
2
0
0人

申
込
=

電
話

-

い
ず
れ
も
|

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
調
整

該当する方は申請を
区では、子育てを支援する様々な手当の支給を行っ
ています。状況により申請に必要な書類が異なります
ので、くわしくはお問い合せください( 表4) 。
なお、児童手当および児童育成手当の現況届の提出
が7 月1 日までですO受給者の方は必ず提出くださいO
なお、あだち広報5 月10日号に掲載した記事に一部
誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】生活保護受給の方は、児童扶養手当・児童育成
手当の対象になります。

表4 子育てを支援する手当

※ 各手当には、それぞれ所得制限があります
※ 児童が児童福祉施設などに入所している場合は対象になりません( 児童手当は除<)
※ 児童扶養手当については平成14年8 月に制度改正が予定されています
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一
面
か
ら

環境フェ ア2002 の テー マ

あなたは地球を見ていますか
空
気
や
土
、
水
、
緑
を
守
り
た

い
、
も
っ
と
気
持
ち
よ
く
暮
ら
し

た
い
と
い
う
意
識
が
、
地
球
規
模

で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

区
内
で
も
、
環
境
を
守
る
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。こ
の
特
集
で
は
、

そ
の
一
部
の
方
と
、
区
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
切
に
し
た
い

ソーラーの足立を
めざす市民の会

あだち異業種
交流会

1999年3 月に五反野駅近くの「五反野まちづくり
広場」にソーラー灯を設置しました。このソーラー
灯は、環境フェアで。小学生からデザインを募集し。
「ソーラーの足立をめざす市民の会」と「あだち異

業種交流会」の共同で作り上げましたO 製作にあた

って、区内の様々な業者の方のアイデアと技術がい
かされました。星のデザインが可愛らしいソーラー
灯は、現在も活躍中です。

また、200(亦 からは、雨水利用を促進するための
活動も始めていますO 狭い敷地にも置けるスリムな

ステンレスの雨水タンクや、輸入ワインタンクをリ
サイクルしたポリエチレンの雨水タンクも開発さ

れ、当日会場でも、展示・販売されます。
ソーラーの足立をめざす市民の会

ホームページアドレス=

ht t p: / /www. adachi . ne. j p/ users/ sol ar - no/
あだち異業種交流会ホームページアドレス=

ht t p: / /www. yps. co. j p/ i kookai
▲ 五反野まちづく
り広場のソーラー
灯。「電気を使わ
ず、環境にも優し
いので、もっと普
及してほしい」と
三井さん

1 環境フェアの会
場でも販売される
雨水タンク

▲ 環境フェアの打ち合わせも入念
(左からあだち異業種交流会・今野さん、岩

城さん、ソーラーの足立をめざす市民の会一
三井さん)

大
好
き
な
ま
ち
だ
か
ら

き
れ
い
に
し
た
い

誕
生
!

「
す
み
れ
」
と
「
グ
リ
ー
ン
メ
イ
ト
」

「
グ
リ
ー
ン
メ
イ
ト
」
は
、
西
新
井

緑
町
会
・
子
供
会
の
子
ど
も
た
ち
で

構
成
さ
れ
て
い
る
「
こ
ど
も
エ
コ
ク

ラ
ブ
」
で
す
。
平
成
4
年
、西
新
井

七
丁
目
子
供
会
に
新
聞
部
を
作
り
ま

し
た
。新
聞
の
名
前
は
「
す
み
れ
」
。町

内
の
神
社
の
社
務
所
に
集
ま
り
、
今

で
も
み
ん
な
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

花
だ
ん
や
街
路
樹
の
水
や
り
、
二

酸
化
窒
素
の
測
定
、
食
品
の
着
色
料

テ
ス
ト
な
ど
を
行
い
、「
す
み
れ
」

で
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
よ
く
遊
ぶ
富
士
見
公
園
で

の
清
掃
な
ど
が
主
な
活
動
で
す
。
も

ち
ろ
ん
近
所
の
大
人
の
方
々
の
サ

ポ
ー
ト
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

「
公
園
が
き
れ
に
な
る
の
が
う
れ

し
い
」「
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
や

れ
る
か
ら
」、
8
年
目
を
迎
え
た
現

在
も
、
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
ま

す
。

▲ グリーンメイトの子どもた
ちとサポーターのまちの皆さん

★こどもエコクラブ★
小・中学生なら、誰でも参加
できる環境活動のクラブです。

平成7 年から、環境庁が、「子

どもたちが地域の中で楽しみな
がら、自主的に環境活動・学習
を行う」ことを支援する「こど
もヱコクラブ事業」を推進して

います。

自
然
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
、

自
然
を
守
り
た
い

「
足
立
・
自
然
に
ふ
れ
今
又
匹
」
は
、

鳥
や
花
な
ど
自
然
が
大
好
き
な
方
々

が
、
平
成
2
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
様
々
な
場
所
で
の
野

鳥
の
観
察
で
す
。
年
に
2
回
荒
川
の

河
川
敷
で
も
、
野
鳥
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
荒
川
の
河
川
敷
に
も
キ

ジ
が
い
た
ん
で
す
が
、
最
近
見
か
け

な
く
な
っ
て
」と
会
員
の
前
田
さ
ん
。

土
手
の
整
備
が
進
み
、
区
民
の
憩
い

の
場
所
に
な
る
一
方
、
野
生
の
生
き

物
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

5
月
1
2日
、
都
・
東
京
港
野
鳥
公

園
で
の
探
鳥
会
で
は
、「
都
内
で
は
、

な
か
な
か
大
型
の
野
鳥
な
ど
は
見
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
か
わ
り

今
日
は
、
草
花
や
、
水
辺
の
生
き
物

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
、
公
園
内

を
探
索
し
ま
し
た
。
園
内
に
は
、
大

き
な
池
を
囲
む
水
辺
ゾ
ー
ン
が
あ

り
、
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
チ
ョ
ウ

や
植
物
、
栽
培
の
知
識
が
豊
富
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

会
長
の
吉
田
さ
ん
は
、「
自
然
に
ふ

れ
あ
う
こ
と
で
、
地
球
の
温
暖
化
が

実
感
さ
れ
、
環
境
を
守
り
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

「
自
然
に
ふ
れ
あ
う
会
」
の

皆
さ
ん
(
5
月
1
2日
東
京
港
野

鳥
公
園
)

環
境
を
守
る
た
め
に
行
動
を

地
球
環
境
が
大
き
く
変
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
。人
ひ
と
り
の

日
常
生
活
か
将
来
の
地
球
の
姿
を
決

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

環
境
を
守
る
た
め
の
行
動
マ
ニ
ユ

ア
ル
と
し
て
「
環
境
保
全
行
動
指
針
」

(区
民
編
)
を
作
り
ま
し
た
。
※
環

境
課
、
各
図
書
館
で
配
布
中
(
8
月

末
ま
で
)

問
先
=
環
境
課
調
整
係
　

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

取材当日、貴重なジャ
コウアゲハを発見
(東京港野鳥公園にて)

心
が
け
よ
う
!川

に
や
さ
し
い
生
活

昭
和
4
0年
代
か
ら
、
区
内
を
流
れ

る
河
川
の
水
質
調
査
(
表
4
)

を
行

っ
て
い
ま
す
。川
の
汚
れ
の
原
因
は
、

工
場
・
事
業
場
の
排
水
の
ほ
か
に
、

家
庭
の
台
所
、
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど

の
排
水
で
す
。
最
近
で
は
、
都
市
河

川
の
汚
れ
の
8
0
%
が
こ
れ
ら
の
生
活

排
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。区
で
は
、

下
水
道
普
及
率
が
ほ
ぽ
1
0
0
%に
な

り
、
生
活
排
水
が
直
接
河
川
を
汚
す

こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
人
ひ
と
り
が
汚
れ
た
水
を
流

さ
な
い
工
夫
を
す
れ
ば
、
処
理
場
か

ら
河
川
に
放
流
す
る
水
は
も
っ
と
き

れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
区
内
の
主
な
河
川
の
様
子

中
川
・
:上
流
の
流
域
人
口
が
増
え
、

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
の
悪
化
が
心

配
さ
れ
ま
す

荒
川
・・・区
内
の
河
川
の
中
で
は
良
好

な
水
質
で
、
着
実
に
改
善
し
て
き
て

い
ま
す

綾
瀬
川
…
昭
和
4
0年
代
と
比
べ
る
と

か
な
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、

ほ
か
の
河
川
と
比
べ
る
と
ま
だ
汚
れ

て
い
ま
す

隅
田
川
…
河
川
水
に
占
め
る
下
水
処

理
水
の
割
合
が
高
い
た
め
、荒
川
や

中
川
と
は
、汚
れ
の
質
が
違
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、区
内
は
垂
直
な
護
岸

か
続
き
、魚
の
生
息
で
き
る
環
境
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
問
先
=
環

境
課
河
川
浄
化
担
当

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

表4 主要4 河川 水質汚染経年変化
環
境
家
計
簿
を
付

け
て
み
ま
せ
ん
か

環
境
家
計
簿
は
、
各
家
庭
で
使
っ

た
干
不
ル
ギ
ー
を
二
酸
化
炭
素
排
出

量
に
換
算
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策

に
ど
れ
く
ら
い
貢
献
で
き
た
か
が
わ

か
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
す
。

電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
節
約
金
額
も

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。

足
立
区
版
環
境
家
計
簿
は
、
簡
単

に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
財
布
と
地
球
に
や
さ
し
い
環
境

家
計
簿
を
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

表
I
は
、
昨
年
夏
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
2
0
0
世
帯
の
デ
ー
タ
を
集
計
し

た
も
の
で
す
。
ご
自
分
の
デ
ー
タ
と

比
べ
て
み
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課
、
各
図
書
館
で
・
O月
末
ま

で
配
布
中
。
ま
た
、
当
日
会
場
で
も

配
布
し
ま
す
。
問
先
=
環
境
課
調

整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

表1 環境家計簿( 夏季) 集計結果 ( 参考)

◆ 足立の月平均( 世帯当り) は、了月・8 月・9 月の3 ヵ 月を平均し算出
く自動車|r3/ 30 の係数を掛けて合算)
◆ 足立の月平均( ―人当り) は、集計データの平均同居家族人数( 3. 3 人) 　
で割り算出
◆ 全国データは、全国地球温暖化防止活動推進センター「家庭で減らす
c02より抜粋」

◆ c02 排出 錙の単位=kg

道路交通騒音を調査しました
区
内
幹
線
道
路
の
交
通
騒
音
を
調

査
し
ま
し
た
(
表
2
)
。
調
査
し
た
1
0

地
点
の
う
ち
、
最
も
騒
音
が
大
き

か
っ
た
の
は
、
国
道
4
号
線
の
千
住

河
原
町
1
0番
地
、
次
い
で
環
状
7
1

線
の
新
田
2
丁
目
の
地
点
で
、
昼
夜

と
も
に
7
5デ
シ
ベ
ル
を
超
え
て
い
ま

し
た
。
7
5デ
シ
ベ
ル
と
は
、
お
よ
そ

地
下
鉄
の
電
車
内
に
近
い
騒
音
で

す
。自

動
車
の
交
通
量
が
増
え
る
と
、

騒
音
だ
け
で
な
く
大
気
も
汚
れ
ま

す
。
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
減
ら
し
、

バ
ス
や
電
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

注: 騒音のめやす
4Cデシベル(静がな住宅地)　　
5Cデシベル(静かな事務所)　　
6Cデシベル(普通の会話)　　
70 デシベル( 騒々しい街頭)
8Cデシベル( 地下鉄の車内)

公
共
施
設
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
実

行
計
画
が
で
き
ま

し
た

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ

く
、「
公
共
施
設
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
実
行
計
画
」
が
で
き
ま
し
た
。
1
3

年
度
を
基
準
の
年
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
5
年
間
の
計
画
で
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
5
年
間
に
、新
し
い
公
共

施
設
の
開
設
な
ど
で
、
電
気
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
、
お
よ
そ
6
%

増
え
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

毎
年
度
1
.
2
%ず
つ
削
減
努
力
を
重

ね
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
基
準
年

レ
ベ
ル
に
維
持
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
毎

年
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
=
環
境
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

公害防止資金の融資をします

中小企業の方に、公害防止施設の設置、または改善に必
要な資金の融資をあっせんしていますO この制度は区が融
資をあっせんし、信用保証協会の保証を得て、取扱金融機

関が融資するものです。融資を受けた方には、区が信用保
証料および、利子の一部、または全額を補助します。

問先= 環境課調整係 　3880- 5935

表3 公害防止資金の融資

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま

す
。
特
に
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
は
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
自
動
車
や

工
場
な
ど
の
排
ガ
ス
が
太
陽
の
強
い

光
で
人
体
に
有
害
な
物
質
に
変
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
汚
染
物
質
の
発
生
量
を
削
減

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

排
ガ
ス
の
排
出
が
少
な
い
車
を
普

及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
も
バ

ス
や
電
車
を
利
用
す
る
な
ど
自
動
車

交
通
量
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
三
宅
島
の
噴

煙
に
含
ま
れ
る
有
害
な
ガ
ス
が
、
南

風
に
乗
っ
て
巫
只
に
到
達
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
異
臭
を
感

じ
た
り
、
強
い
酸
性
雨
と
な
る
現
象

も
起
き
て
い
ま
す
。

卜
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
な
ど
が

発
生
し
た
と
き
I

◆
屋
外
に
な
る
べ
く
出
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

◆
屋
外
で
の
運
動
は
、
ひ
か
え
ま
し

問
先
=
環
境
課
環
境
対
策
担
当

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

T
講
習
会

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

《
追
加
開
催
》

7
月
の
I
T
講
習
会

参
加
者
募
集

「
I
T
講
習
会
」で
は
、初
め
て
パ

ソ
コ
ン
に
触
れ
る
初
心
者
を
対
象
と

し
て
1
2時
間
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
(
文
字
入
力
な
ど
)
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
利
用
の
基
本

的
技
能
を
学
び
ま
す
。
※
昨
年
度

行
っ
た
A
コ
ー
ス
(
初
心
者
一
般
)

の
追
加
開
催
で
す

日
程
等
-
表
5

対
象
=
2
0歳
以
上
の
都
民

定
員
=

各
コ
ー
ス
2
0人
(
抽
選
)
費
用
=
受

講
料
は
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
頏
円
は

実
費
負
担
)

申
込
―
往
復
(
ガ
キ

に
、
①
希
望
の
コ
ー
ス
番
号
・
②
住

所
③
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
④
年
齢

⑤
性
別
⑥
電
話
番
―
を
明
記
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
仝
コ
ー

ス
の
中
か
ら
I
人
I
コ
ー
ス
、
1
通

の
み
有
効
期
限
=
6
月
2
0
日
必
着

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事

業
推
進
課
〒
川
一
・
〇
〇
3
4
千
住

5
-
1
3
-
5(

5
8
1
3
)
3
7
3
0

表51T 講習会( フ月・生涯学習振興公社開催) 日程表

※ 学びピア21… 最寄駅= 北干住駅
梅田分館( = 梅田地域学習センター分館) ・‥騷寄駅= 梅島駅
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
6 月11 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880―5111(代)

凡
例

● ,申 込・・・申し儡み右法

襴瓣・‥ 申し込み糶圖

◆ ● ・申・酖 ● ● ●糲 ● 　
申し込尠偉 ・霜い龠わ鴛鴦

◆ に糞扣11壜鑾 ぬないt 4 鐺I 瞬

1
4年
度
国
民
年
金
額

年
金
額
は
1
3年
度
と
同
額
に
な
り

ま
し
た
(
表
1
)

。

問
先
=
国
民

年
金
課
給
付
係(

3
8
8
0
)
5
8
4
9

表114 年度国民年金額

建
物
の
新
築
・
増
改
築
を

さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、

建
物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ど
で

出
入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た

に
住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た

め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。こ
の
届

け
出
が
な
い
と
、
住
民
票
を
異
動
す

る
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

建
築
確
認
済
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

ら
、
案
内
図
と
配
置
図
(
建
築
確
認

書
一
式
の
中
に
あ
り
ま
す
)
を
持
参

し
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
建
物
は
そ
の
ま
ま
で
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
建
物
の
名
称
を
変
え
た
場
合

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
住

居
表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を

破
損
・
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に

は
、
窓
口
に
て
無
料
で
再
交
付
し
ま

す
。

問
先
見
戸
籍
住
民
課
住
居
表

示
建
築
主
の
方
へ

延
床
面
積
が
一
定
規
模
以
上
の
建

築
物
を
建
て
る
と
き
は
、
廃
棄
物
保

管
場
所
な
ど
の
確
保
と
設
置
届
の
提

出
が
条
例
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
対
象
建
築
物
=
事
業
用
途
に

供
す
る
部
分
の
延
床
面
積
千

以
上

の
建
築
物
/
小
売
業
に
つ
い
て
は
延

床
面
積
5
0
0以
上
の
建
築
物
/
住
戸

腴
尸
以
上
の
建
築
物
/
事
業
用
途
に

供
す
る
部
分
の
延
床
面
積
が
千

未

満
の
建
築
物
で

、
3
0
戸
以
上
の
住
居

用
途
を
兼
用
す
る
建
築
物

提
出
書

類
=

再
利
用
対
象
物
保
管
場
所
設
置

届
兼
廃
棄
物
保
管
場
所
等
設
置
届
お

よ
び
関
係
図
面
な
ど

提
出
時
期
=

建
築
確
認
申
請
の
前
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※
提
出
の
前
に
必
ず
事
前

相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い

場
・
問

先
=

清
掃
課
業
務
係

(
3
8
8
0
)
5
3
0
2

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸

住
宅
の
計
画
案
募
集

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
緊
急
通
報
装
置

の
設
置
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
優
良
な
賃
貸
住
宅
を
区
内

に
建
設
・
管
理
す
る
計
画
案
の
募
集

案
内
を
配
布
し
ま
す
。
配
布
期
間

=
6
月
一
打
日
～
2
8
日
(
土
・
日
を
除

く
)

募
集
計
画
の
規
模
=
I

棟
2
0

戸
程
度

配
布
場
所
・
問
先
=
住
宅

管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
が
決
ま
り
ま
す

1
4年
度
住
民
税
の
確
定
に
伴

い
、
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が

決
ま
り
ま
す
。
保
険
料
の
決
定
内
容

を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
今
年

度
よ
り
年
I

回
6
月
に
決
定
し
ま

す
。決

定
通
知
書
と
6
月
～
1
0
月
分

納
付
書
お
よ
び
一
括
払
込
用
(
6
月
～

3
月
分
全
納
用
)
納
付
書
を
6
月
1
3

日
に
送
付
し
ま
す
。
口
座
振
替
の

方
は
7
月
1
日
が
第
1
回
目
の
引
落

日
に
な
り
ま
す
。
1
4年
度
住
民
税
が

確
定
し
て
い
な
い
方
(
申
告
が
遅
れ

て
い
る
場
合
な
ど
)
は
、
均
等
割
額

(基
本
料
金
)
の
み
で
計
算
し
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
今
年
度
住
民

税
が
確
定
し
た
時
点
で
、
正
し
い
保

険
料
に
変
更
し
た
納
入
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

問
先
=
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
相
談

が
は
じ
ま
り
ま
す

日
時
=
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
(
休
館
日
は

除
く
)

内
容
=
生
ご
み
た
い
肥
化

に
関
す
る
相
談

※
コ
ン
ポ
ス
ト
化

容
器
や
生
ご
み
処
理
機
を
実
際
に
使

っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
見
学
可

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

6
月
2
1
日
(
金
)
は

足
立
銭
湯
の
日
(
夏
至
)

大
人
2
0
0
円
、
中
人
(
小
学
生
)
5
0

円
、
小
人
(
幼
児
)
無
料
で
区
内
の

各
銭
湯
が
利
用
で
き
ま
す
。
問
先
=

衛
生
管
理
課
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

紙
パ
ッ
ク
を

ど
う
し
て
い
ま
す
か

牛
乳
な
ど
を
飲
み
終
え
た
後
に

残
る
紙
パ
ッ
ク
を
ど
う
し
て
い
ま
す

か
。
区
民
事
務
所
や
図
書
館
な
ど
の

区
施
設
に
は

「
紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス

ト
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
回
収
さ
れ
た
紙

パ
ッ
ク
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
原
料
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

厚
生
労
働
省
主
催
に
よ
る
、
1
4

年
度
慰
霊
巡
拝
(
墓
参
)
は
、
ロ
シ

ア
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
部
太
平

洋
、
ビ
ス
マ
ー
ク
ーソ
ロ
モ
ン
諸

島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
硫
黄

島
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
地

域
、
時
期
、
参
加
申
込
資
格
な
ど

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
=
民
生
係

国
有
財
産
の
道
路
・
水
路
が

区
有
財
産
に
な
り
ま
す

現
在
、
区
が
管
理
し
て
い
る
道

路
・
水
路
が
地
方
分
権
推
進
計
画
に

よ
り
、段
階
的
に
国
有
財
産
か
ら
区

有
財
産
に
変
わ
り
ま
す
。

年
次
計
画
(
図
1
)
に
よ
り
国

か
ら
譲
与
を
受
け
、
従
来
の
機
能
管

理
に
加
え
て
財
産
管
理
も
区
が
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
公
共

物
移
管
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
0

図1 道路・水路の区有財産年次計画図

1
4年
度

第
2
回
定
例
会
日
程

区
議
会
第
2
回
定
例
会
が
表
2

の
と
お
り
開
会
さ
れ
ま
す
。

本
会
議
お
よ
び
委
員
会
は
公
開

し
て
い
ま
す
。
傍
聴
は
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
(
開
会
予
定
の
1

時
間
前
か
ら
整
理
券
を
発
行
し
、
3
0

分
前
に
抽
選
)
に
な
り
ま
す
。

問

先
=
区
議
会
事
務
局

(
3
8
8
0
)
5
9
9
5

表2 区議会会議日程

再
生
館
シ
ョ
ッ
プ
で

リ
サ
イ
ク
ル
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

□
大
型
家
具
類

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
、
ま
だ
使
用

で
き
る
家
具
な
ど
を
展
示
し
、
希
望

す
る
方
に
販
売
し
ま
す
。

申
込
=

入
札
制

※
1
人
何
点
で
も
可
。
当

選
時
の
運
搬
は
自
己
負
担

当
選
発

表
日
=
毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
、

午
後
2
時

※
落
札
価
格
が
2
人
以

上
同
額
の
場
合
は
抽
選

□
自
転
車
・
衣
類
・
雑
貨

日
用
品
を
、
安
価
で
即
日
販
売

し
ま
す
。
ま
た
、
不
用
な
日
用
品
を

無
償
で
引
き
取
り
ま
す
。

対
象
=

衣
類
・
学
用
品
・
幼
児
用
品
・
食

器
・
台
所
用
品
な
ど
の
一
般
家
庭
用

品
で
、
新
品
ま
た
は
新
品
に
近
い
物
/

衣
類
は
季
節
の
も
の

※
下
着
は

新
品
の
み
。
持
ち
込
み
は
1
回
に
1
0

点
ま
で

I

い
ず
れ
も
I

日
時
=
火
曜
～
日
曜
日
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
(
毎
月
第
2
・
第
4
木

曜
日
、
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
)

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
1
8

歳
以
上
の
方

問
先
=
あ
だ
ち
再

生
館
(
月
曜
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

▲ あだちリサイクル協会が修理をして

います

掲

示

板

□
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
(
税
務
)

試
験

対
象
=
昭
和
5
7年
4
月
2
日
～
昭
和
6
0

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

申
込

期
間
=
6

月
1
9日
～
2
6日
消
印
有
効

第
一
次
試
験
日
=
9

月
8
日
回

問

先
=
足
立
税
務
署
総
務
課

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署(

3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
第
3
回
マ
イ
タ
ウ
ン
あ
だ
ち
就
職

面
接
会
へ
の
参
加
企
業
募
集

日
時
=
7
月
1
2日
窗
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
区
内
企
業

募
集
企
業
数
=
3
0

社

参
加
予
定
求
職
者
数
=
約
5
0
0

人

求
人
要
件
=

中
途
採
用
求
人

で
、
開
催
日
当
日
に
お
い
て
採
用
枠

を
確
保
し
て
い
る
こ
と
/
出
来
る
限

り
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
応
募
で
き

る
こ
と

※
職
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

期
限
=
6
月
2
5

日

申
・
問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立
企
画
調
整
部
門

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□
埼
玉
県
南
・
東
京
北
部
地
域
受
発

注
企
業
交
流
会

日
時
=
8
月
2
8
日
團
、
午
後
2
時
～

6
時

場
所
=
川
口
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
「
リ
リ
ア
」
内
容
=
第
1
部
・
:

希
望
企
業
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
/
第
2
部
:
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

形
式
の
交
流
会

費
用
=
3
千
円

奈
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

川
口
産
業
振
興
公
社

0
4
8
(
2
5
6
)
2
2
4
1

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
程
等
=
表
3

費
用
=
I
回
千
2
0
0

円
(
教
本
代
千
円
、貸
靴
代
別
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立
区
ボ

ウ
リ
ン
グ
連
盟
・
釘
本
(
マ
ル
ア
イ

ボ
ウ
リ
ン
グ
内
)

(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

表3 区民ボウリング教室日程等

※ いずれも全10回
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保
存
樹
木
・
樹
林

の
指
定
制
度

急
速
な
都
市
化
が
進
み
、
大
樹
・

樹
林
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
貴
重
な
緑
を
地
域
の
財

産
と
し
て
保
護
し
、
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
、
所
有
者
・
管
理
者
の
申

請
に
基
づ
き
指
定
し
て
い
ま
す
。

4
月
1

日
現
在
、
保
存
樹
木
4
0

種
6
9
0本
、
保
存
樹
林
5
ヵ
所
(
8
千
5
6
0
)

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

□
保
存
樹
木
・
樹
林
指
定
基
準

▽
樹
木
・
:樹
高
1
0
m以
上
、
地
上
1
。
2
m

で
幹
周
1
。
2
m以
上

▽
樹
林
…
樹

木
の
集
団
が
占
め
る
面
積
が
3
0
0以

上

申
・
問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ

く
り
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

中
小
企
業
融
資
制
度

▽
運
転
資
金
・
:限
度
額
=
1
千
万
円

本
人
負
担
利
率
=
2
%

▽
設
備
資
金
…
限
度
額
=
2

千
万

円

本
人
負
担
利
率
=
2
%

▽
小
規
模
特
別
資
金
…
限
度
額
=
5
0
0

万
円
(
運
転
・
設
備
)

本
人
負
担
利

率
=
0
。
5
%
※
8
%
以
上
の
売
り
上

げ
減
が
条
件

▽
開
業
資
金
…
限
度
額
=
5
0
0万
円

(運
転
)
・
1
千
万
円
(
設
備
)

本

人
負
担
利
率
=
O
%

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=
区
内
で
引
き
続
き
1
年
以
上

事
業
を
営
ん
で
い
る
区
民
で
、
区
民

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

※
東
京

信
用
保
証
協
会
が
保
証
人
に
な
り
ま

す

問
先
=
経
済
観
光
課
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

区
役
所
へ
は
電
車
や

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

6
月
・
7
月
は
、
駐
車
場
が
特
に

混
雑
し
ま
す
。
ご
来
庁
の
際
に
は
、

電
車
(
東
武
線
梅
島
駅
、五
反
野
駅
)
、

バ
ス
(
都
バ
ス
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ

ス
)
な
ど
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
問
先
=
庁
舎
管
理
課

(
3
8
8
0
)
5
8
2
4

道
路
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

□
道
路
占
用
(
使
用
)
許
可

道
路
は
通
行
の
支
障
に
な
ら
ず
、

一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
も
の
に
限
っ

て
道
路
管
理
者
(
区
な
ど
)
や
交
通

管
理
者
(
警
察
)
の
許
可
を
受
け
て

占
用
(
使
用
)
で
き
ま
す
。
日
よ
け
・

突
き
出
し
看
板
の
設
置
ま
た
は
す
で

に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
許
可
を
受
け

て
い
な
い
も
の
や
、
建
築
工
事
の
足

場
な
ど
は
許
可
が
必
要
で
す
。

□
皀
費
工
事
承
認

駐
車
場
な
ど
に
乗
り
入
れ
る
た

め
の
L
型
溝
、
歩
道
の
切
り
下
げ
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
工
事
な
ど

は
、
必
ず
事
前
に
許
可
・
承
認
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
道
路
占
用
許
可
申

請
書
、
自
費
工
事
施
行
承
認
申
請
用

紙
は
、
占
用
係
に
あ
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

催
し
物
ガ
イ
ド

定 員 に 先 着 順

と あ る も の は

6 月11 日

か ら 受 け 付 け

西
保
木
間
児
童
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

□
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
6
月
2
2日
出
、
午
後
2
時

内
容
=
パ
ッ
と
ゼ
リ
ー
を
作
ろ
う

※
幼
児
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す

□
落
語
で
楽
し
む
考
え
る

落
語
公

演
「
仲
間
は
ず
れ
に
な
っ
た
ソ
ウ
」

ほ
か

日
時
=
6
月
1
2
日
南
、
午
後
3
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
対
象
=
小
学
生
以

上

-

い
ず
れ
も
I

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

夏
花
品
評
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
夏

菊
や
ユ
リ
な
ど
約
1
5
0点を
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
展
示
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

□
展
示
会

日
時
=
6
月
1
2
日
困
、
午
後
1
時
～

5
時
/
1
3
日
困
、
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ー

□
展
示
品
の
販
売
・
切
り
花
な
ど
の

配
布

日
時
=
6
月
1
3日
困
、
午
後
2
時
3
0

分

場
所
=

▽
展
示
品
の
販
売
・
:区

役
所
正
面
広
場
(
I

人
I
点
の
み
)
/

▽
切
り
花
な
ど
の
配
布
(
先
着
約

㈲一
人
)
…
区
役
所
I
階
ロ
ビ
ー
(
予

定
)

※
ど
ち
ら
も
状
況
に
よ
り
整

理
券
配
布-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
農
産
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
6

青
少
年
指
導
者
講
座

青
少
年
の
上
級
救
命
講
習
会

～
万
が
一
に
備
え
て
～

日
時
=
6
月
2
9
日
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

対
象
=
青
少
年
の
指
導

者
を
め
ざ
す
方
/
関
心
の
あ
る
方

※
1
6歳
以
上
2
9歳
以
下
の
方
優
先

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
教
材

費
2
千
2
0
0円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

と
普
通
・
上
級
救
命
講
習
会
認
定
証

の
有
無
を
必
ず
明
記

期
限
=
6

月
2
0

日
必
着

申
・
問
先
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

「
青
少
年
の
た
め
の
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
新
し
い
自
分
を

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
時
=
7
月
6
日
～
8
月
2
4
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
(
全
8
回
)
、午
前
9

時
～
正
午

対
象
=
小
学
校
4
年
生

～
1
8歳

内
容
=
パ
ン
ト
マ
イ
ム
ノ

朗
読
な
ど

※
最
終
回
に
は
発
表
会

を
開
催

講
師
=
山
下
光
治
氏
(
日

活
芸
術
学
院
講
師
)
/

山
下
芳
子
氏

(朗
読
教
室
講
師
)

定
員
=
3
0
人

(抽
選
)

費
用
=
8
0
0円(
8
回
分
保

険
料
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
(
学
年
)

、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
「
青
少
年
の
た
め

の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
担
当
ま

で

期
限
=
6
月
2
5日
必
着

場
・

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
1
1
7
　
　
　
　

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

第
2
4回
足
立
の
花
火
大
会

【
祝
・
区
制
7
0周
年

光
輝
く
足
立
】

□
夜
空
に
輝
く
1
万
発
の
花
火

日
時
=
7
月
2
5
日
、
午
後
7
時
1
5

分
～
午
後
8
時
4
5
分
(
打
ち
上
げ
開

始
は
、
午
後
7
時
3
0
分
)
※
荒
天
の

場
合
は
2
6
日
に
順
延
場
所
=
荒
川

河
川
敷
(
千
住
新
橋
～
西
新
井
橋
問
)

□
屋
形
船
の
船
主
は
事
前
に
届
け
出

を対
象
=
屋
形
船
の
船
主
ま
た
は
関
係

者

協
賛
金
額
=
船
の
大
き
さ
に
よ

り
変
わ
り
ま
す

▽
3
0
m未
満
・
:
2

万
円

▽
3
0
m以
上
…
3
万
円

申

込
=
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送

※
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
禁
止
で

す

期
限
=
7
月
1
2日
必
着

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
観
光
協
会
事
務
局
(
経

済
観
光
課
内
)
〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

今
年
も
開
け
、
大
輪
の
花

子
ど
も
会

育
成
者
セ
ミ
ナ
ー

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
会
を
め
ざ

し
、
今
、
大
人
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
6
月
3
0
日
　

、
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
O
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
子
ど
も
会
活
動
に
携
わ
っ
て

い
る
方
/
こ
れ
か
ら
携
わ
る
方
/
興

味
・
関
心
の
あ
る
方

内
容
=
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
/
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど

定
員
=
2
0
0人
(
抽
選
)

申
込
=
電
話

期
限
=
6

月
2
5日

申
・
問
先
=
青

少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

教
科
書
展
示
会
・

就
学
相
談

□
教
科
書
展
示
会

小
・
中
学
校
で
現
在
使
用
し
て
い

る
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。
期
間

=
6
月
2
1
日
～
7
月
1
0
日
(
土
・
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

□
就
学
相
談

来
年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定

で
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
の
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
教
育
の
場
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
日
時
=
毎
週
月
曜
～

金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

申
込
=
電
話

-

い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

参
加
者
募
集

星
降
る
町
で
ハ
ー
ト
を

キ
ャ
ッ
チ
i
n
志
賀
高
原

友
好
都
市
山
ノ
内
町
(
志
賀
高
原
)

で
地
元
青
年
た
ち
と
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
収
穫
体
験
、
自
然
散
策
、
豊
富
な

温
泉
な
ど
、
豊
か
な
自
然
や
素
朴
な

人
情
と
の
ふ
れ
あ
い
を
満
喫
で
き
ま

す
。
期
間
=
7

月
2
7日
～
2
8日

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
独
身
女

性
(
結
婚
・
再
婚
希
望
の
方
で
、
2
5

歳
～
4
0
歳
の
方
)
定
員
=
1
2
人
(
先

着
順
)

費
用
=

無
料
(
交
通
費
実

費
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記

期
限
=
7
月
5
日
消
印
有
効

申
先
=
〒
3
8
1・0
4
0
1

長
野
県
下

高
井
郡
山
ノ
内
町
大
字
平
穏
3
3
7
1
-
2

山
ノ
内
町
社
会
福
祉
協
議

会

問
先
=
区
・
都
市
提
携
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
7

山
ノ
内
町
役
場
総
務
課
都
市
提
携
係

0
2
6
9
(
3
3
)
3
1
1
1

山
ノ
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

0
2
6
9
(
3
3
)
1
1
0
5
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子
ど
も
映
画
会

日
時
=
6
月
1
5
日
出
、
午
後
2
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
「
お
む
す

び
ま
ん
」
/

「
プ
ー・
さ
ん
と
大
あ
ら

し
」
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
千
住
児
童
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
犯
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

も
の
中
を
か
く
れ
ん
ぼ
す
る
め
だ
か
の
子

弘
道
第
T
小
学
校
三
年

野
間

恵

雨
の
日
は
雨
が
わ
た
し
に
こ
ん
に
ち
は

伊
興
小
学
校
四
年

荻
原

美
咲

バ
ス
の
窓
田
植
え
姿
の
コ
マ
送
り

第
九
中
学
校
一
年

杉
橋

奈
緒
子

《
評
‥但
の
つ
い
た
句
》

俳
句
は
お
ど
ろ
き
を
ま
と
め
る
も
の
。
田
植
え
姿
が
バ
ス
の
窓
枠
の
中
に

お
さ
ま
り
、
流
れ
て
ゆ
く
の
を
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
コ
マ
送
り
の
よ
う
だ
と
お

ど
ろ
い
た
の
で
し
ょ
う
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

登
録
調
査
員
の
募
集

国
の
施
策
の
基
礎
と
な
る
各
種

統
計
調
査
の
実
施
に
伴
い
、
統
計
係

に
登
録
を
し
て
く
だ
さ
る
登
録
調
査

員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
履
歴

書
(
写
真
2
枚
添
付
)
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=
総
務
課
統

計
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

郷
土
博
物
館

臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
作
業
の
た
め

、
平

常
の
休
館
日
6

月
2
4
日
㈲
の
ほ
か
、
6

月
2
5
日
吻

、
6

月
2
6
日
困
が

、
臨

時
休
館
と
な
り
ま
す

。
問
先
=

郷

土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3
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健康あだち21

歯
の 健康ひろ

ば
めざ そう! 8020
( 80歳で20本)

2 回シリーズ・後編

じょうぶな歯　健康づくりの　第一歩
ダ4114「、サッカー・ワールドカップの開催中に始まった歯の衛生週間。スポーツ選手は、奥歯をグッ
と かみしめてパワーを発揮しています。私たちもいきいきと健康に、そして楽し< 過ごすためには、〝じ

ようぶな歯や歯ぐぎ でよくかむことが大切です。家族みんなが〝いい歯" でいられるように、「歯にや
さしいお囗の環境づくり」を始めてみませんか?
【健康あだち21( 区民の健康づくり運動) では、歯の健康目標をライフステージごとに提言しています】

あだち家の歯の健康づくり あだち家では、家族みんなが10年後
に〝いい歯"でいるためにどうしたら
よいかを話し合いました。「できるこ
とから楽しく! 」を合言葉に、健康
づくりがスタートしています。

《足立区の歯の健康目標》
よい歯の子どもを育てよう
ピンクの歯肉でいよう
なんでもかめる歯でいよう

父…… 41歳 母…… 38歳
長女… 6 歳 長男… 3 歳
祖父… 70歳 祖母… 68歳

『ピンクの歯ぐ きでいたい! 』

☆1日1 回は丁ねいに磨きま
す口がさっぱりしますよ

デンタル
フロス

糸ようじ
歯間ブラシ

歯と歯の間も磨きます

ここに注意!

歯と歯ぐきの境目 隣り合った歯とI
歯の間

☆歯ごたえのある食事・
バランスの良い食事を
心がけています

☆年に1 度は定期健診に行きます

『よい歯のこどもを育てたい! 』

乱離乳食の頃から続けています
・おやつは時間を決める
・のどか渇いたら、お茶を飲む

糖分の少ない
メニュー 1回に食べる量

を決める

☆週に1 度は子どもの口の中を観察
特に上の前歯と奥歯のかみ合わせの
ミソに注意しています

『なんでも かめる
歯でいたい! 』

Q20 本以上自分の歯がある
と、何でもかめると聞い
たので、今残っている歯
を大切にしています <特に気をつけているところ>

歯の根もと 義 歯と 隣り合っている歯

☆しっかりかんで口の中を
いつもきれいにしていると、
食事もおいしく感じますね

*あだち家が利用している歯の健康づくり支援サービス*( 例)

○ 各保健総合センター △ 一部保健総合センター ☆区内指定歯科医療機関

問先= 各保健総合センター(表1) 歯科保健

表1 各保健総合センター一覧『我が家の歯の健康づくり自慢』募集!

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
実
践
し
て
い

る
『歯
の
健
康
づ
く
り
自
慢
』
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
3
0
0
字
程

度
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
応

募
方
法
=
住
所
、氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送

期
限
=
6

月
2
8日
消
印
有
効

応
募
・

問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
歯
科
保
健

〒
1
2
1
・
0
8
2
2

西
竹
の
塚
2
-
1
2卜
8

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

ファクス・音声情報サービス
区政情報をお好きなときに手に入れ、聞くことができます

専用電話 　3889 ―3399
ファクスの場合「はるかぜ」時刻表は…コ- ド1537

救急指定医療機関名簿は…コード1101

区
民
を
水
害
か
ら
守
る

5
月
1
7日
窗
、
荒
川
右
岸
河
川
敷
で
、
第
1
回
足
立
区

総
合
水
防
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
区
内
消

防
署
、
消
防
団
、
足
立

区
の
3
機
関
の
連
携

に
よ
り
行
わ
れ
、
水
防

隊
員
お
よ
そ
3
0
0人
が

参
加
。
台
風
や
局
地
的

な
集
中
豪
雨
に
よ
る

水
害
か
ら
、
私
た
ち
の

く
ら
し
を
守
る
た
め

の
様
々
な
水
防
工
法

を
、
隊
長
の
指
示
に
基

づ
き
訓
練
し
ま
し
た
。

ド
川
が
増
水
し
、
水
が
堤
防
を

越
え
る
前
に
し
っ
か
り
と

ハ
ー
ト
&
ハ
ー
ト

2
0
0
2
開
催

5
月
1
9日
回
、
佐
野
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「ふ
れ
あ

い
福
祉
ま
つ
り

ハ
ー
ト
&
ハ
ー
ト
2
0
0
2

」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

心
身
障
害
者
と
同
セ
ン

タ
ー
を
日
ご
ろ
利
用
し
て

い
る
区
民
が
集
い
、交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、今
年
の
テ
ー
マ
は

「地
域
の
き
ず
な

ひ
ろ

が
る
未
来
」。

手
話
、展
示
、介
護
体
験

を
は
じ
め
と
し
て
、障
害
者

団
体
の
手
づ
く
り
品
の
即

売
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
、車

い
す
に
乗
っ
て
い
て
も
踊

る
こ
と
が
で

き
る
障
害
者

ダ
ン
ス
な
ど

が
行
わ
れ
、子

ど
も
か
ら
大

人
ま
で
会
場

を
訪
れ
た
お

よ
そ
4
千
沺

人
が
楽
し
み

ま
し
た
。

ド
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

め
ざ
し
て

▲ みんなで楽しくダンス


